
◎ 講師： 小樽商科大学グローカル戦略推進センター / 学術研究員　博士　高野 宏康 先生

◎ 「町並み」講師：一級建築士 / 風組・渡邉設計室代表　渡邉 義孝 先生

◎ 参加費用： 第1回のみお試し価格1,000円、第2回目以降 各回2,500円（消費税込み）
特別割引 全8回すべて同時お申込みの場合  18,500円 → 17,000円！

◎ 見逃し配信：各回終了後の金曜夜8時～翌月曜朝8時まで
◎ お申込み・お支払い：当社ホームページから、クレジットカード決済のみ
◎ キャンセル規定：お申込み～4日前 5％(カード決済手数料)、3日前～当日100%
◎ 最少催行人数： 各回とも 25名様　（最大98名様まで）

◎ お申込・お問合せ: 株式会社アイ・ティ・エス （i Travel Square）
website: https://i-travel-square.tokyo/seminar/kitamaebune

email: info@i-travel-square.tokyo  tel: 03-6706-4700

第8回
１２月５日(日)
14:00～16:00

※30分拡大

北前船と地域②(70分)　高野先生・渡邉先生
　　・北陸：新潟、富山、石川、福井　　　　　・近畿・山陰：京都、兵庫、鳥取、島根、(山口)
　　・瀬戸内海～大阪：広島、香川、岡山、兵庫、大阪　　・九州との関わり
　　・寄港地の紹介：岡山～大阪 ※2022年2月6～12日のツアー訪問地

歴史民俗資料学 博士。専門は北前船学、地域資源論。全国各地の北前船遺産の調査研究と観光資源化、地域活性化事業に取り組む 。
1974年、「北前船の里」石川県加賀市橋立生まれ。実家は曾祖父の代まで北前船の船乗り。明治大学文学部卒業。神奈川大学大学院歴史
民俗資料学研究科博士後期課程修了。国立歴史民俗博物館機関研究員を経て、2013年より現職。
北前船日本遺産推進協議会学芸員セミナー（2018、2021年度）、オンライン講座「学べばわかる北前船〜一攫千金の夢と浪漫、人・モ
ノ・文化の交流史〜」（2019年）等の講師を担当。北前船子ども洋上セミナー小樽実行委員会事務局長、NPO法人歴史文化研究所代表理
事、おたる案内人マイスター。『北前船と小樽・後志Ü歴史文化のルーツを訪ねてー』（小樽商科大学グローカル戦略推進センター、
2016年）、『旧魁陽亭Ü北海道を代表する老舗料亭Ü』（同、2021年）の編集・執筆担当。論文「小樽に進出した北前船主・西谷家」
『人文研究』（第138・139輯、小樽商科大学、2020年）等を発表。『月刊小樽學』『月刊ラブおたる』で北前船について連載中。

住宅設計、民家再生、文化財調査等に従事 。千葉県久留里、富山県城端などで歴史的建造物の再生に関わる。
建築設計業務のかたわら、主にユーラシア各地の伝統的建築のフィールドワークを続ける。54ヶ国を訪ねて『旅行人』などにエッセイを
発表。2007年より広島県尾道市の空き家再生活動 に関わり、ＮＰＯ尾道空き家再生プロジェクトの理事として空き家バンク業務を担当。
現在、尾道市立大学非常勤講師も務める。また2011年から東アジア日式住宅研究会のメンバーとして台湾・韓国をフィールドワーク。
2019年に『台湾日式建築紀行』を台北で出版。『中国新聞』にて「台湾に残る日式建築〜旅のノートから」を連載中。台南市観光顧問
（2019-20）。著書・共著『風をたべた日々〜アジア横断旅日記』（日経ＢＰ社）、『セルフビルド　家をつくる自由』（旅行人）、
『小さなまちづくりのための空き家活用術』（建築資料研究社）。地震などで被災した土蔵の調査を続け、BS-TBS「蔵の中には何があ
る」に高島礼子さんとともにレギュラー出演（〜2020）。

第6回
１０月３１日(日)
14:00～15:30

北前船の町並み②(70分)　渡邉先生
　　・寄港地の町並み、日和山、瓦、石材　　・各地の資料館にあるもの：船模型、イカリ、船箪笥　他
　　・旅先でのスケッチ(写生)テクニック②

第7回
１１月１４日(日)
14:00～15:30

北前船と地域①(70分)　高野先生
　　・北前船の地域呼称　　・北前船と日本遺産
　　・北海道：蝦夷地と北前船、松前藩と近江商人、函館、小樽、石狩　他
　　・東北：青森、秋田、山形

第4回
９月２６日(日)
14:00～15:30

北前船と文化(70分)　高野先生
　　・食文化、衣類、工芸品、民俗芸能、信仰　　・人物：五大北前船主　　・船絵馬、髷額、イナウ
　　・文学：高田屋嘉兵衛、銭屋五兵衛、北前船主集落を舞台にした作品(伏木港)

第5回
１０月１７日(日)
14:00～15:30

北前船の町並み①(70分)　渡邉先生
　　・船主集落・寄港地の特徴
　　・その他の古い町並みの種類(城下町、宿場町、門前町など)・特徴と保護への取り組み
　　・旅先でのスケッチ(写生)テクニック①

第2回
８月２２日(日)
14:00～15:30

北前船に使用された船と船乗りたち(70分)　高野先生
　　・北国船、ハガセ船、弁才船、北前型弁才船の登場
　　・西洋型帆船、合の子船、汽船　　・北前船主と船乗り、航海中の生活、給料

第3回
９月１２日(日)
14:00～15:30

北前船ビジネス・のこした遺産(70分)　高野先生
　　・北前船ビジネスの特徴「買い積み」、菱垣廻船・樽廻船との違い、上り荷/下り荷の商売
　　・様々な航路、様々なビジネス　　・社会貢献、文化的影響

              　2017年認定、日本遺産「荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間～北前船寄港地・船主集落～」
                     　　北前船とは、江戸から明治にかけて活躍した廻船です。北海道と大阪を結ぶ航路を主に日本海側を通り、各地に物資を運びました。
　　　　　　　　   そのおかげで各地の産物が別の地域に届けられ、活用され、各地で文化や芸能が花開きました。
                     　　日本の近代化に大きな影響を与えた北前船。その歴史や文化、寄港地の特徴など、一攫千金を夢見た男たちのロマンを乗せた
　　　　　　　　   船の魅力を、北前船の専門家・高野先生と、古い町並みのプロ・渡邉先生の強力な2本柱で、8回にわたり詳しく紹介いたします！！

　　　　　　　　　【北前船セミナーで得た知識が何に役立つ？】
　　　　　　　　　　●日本各地の食文化や民俗芸能への理解が深まる　　　●寄港地・船主集落の町並み歩きが楽しくなる
　　　　　　　　　　●外国人にまだあまり知られていないので、インバウンドの新たなネタになる
　　　　　　　　　　●各地の町おこしや地方創生に役立たせられる　　　　●意外と知らない人が多いので友人知人に自慢したくなる！ (笑)

　 開催日時 テーマ / 内容　(講義70分＋質疑応答20分)

第1回
８月８日(日)

14:00～16:00
※30分拡大

北前船とは何か(70分)　高野先生・渡邊先生
　　・北前船の特徴、活動時期と範囲、北前船が運んだもの
　　・北前船の歴史①(江戸時代)：前史、背景、北前船の登場
　　・北前船の歴史②(明治以降)：明治維新後の北前船、北海道移民、新たなビジネスへの進出
　　・寄港地の紹介：尾道・竹原(広島県) ※2022年2月6～12日のツアー訪問地、日本海側の建築の特徴

★江戸～明治の日本を動かした海の総合商社★ Online 北前船セミナー 全8回

株式会社アイ・ティ・エス i Travel Square
TEL：０３－６７０６－４７００ FAX：０３－３７７９－３８００

ＥMAIL： info@i-travel-square.tokyo  WEB： https://i-travel-square.tokyo

北前船ツアー割引
セミナー参加回数に応じ、

次の割引あり

2～3回：2500円

4～6回：5000円

7～8回：8000円


